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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アップデート） 
 
 
当社は、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について」に関して、現状の分析・評価及び改

善に向けた取組方針についてアップデートいたしましたので、お知らせいたします。 
詳細につきましては添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アップデート）

をご覧ください。 
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現状分析

資本収益性

当社グループのROEは、2026年9月期は6.0％となり、ファスキアグループの連結を主要因として上昇したものの、当社
が認識する株主資本コスト(8％程度)を下回る水準となりました。
ファスキアグループの連結により事業規模及び事業領域が拡大する中、グループ各社の収益力向上及びシナジーの創
出を進めるとともに、資本効率を意識した経営資源の配分を通じて、持続的に株主資本コストを上回るROEの実現を
目指します。
※株主資本コストは、CAPMによる算定結果に、株式の流動性の低さも考慮して算出しております。

1.現状分析－ROE推移
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現状分析

市場評価

当社株式のPBRは概ね1倍前後で推移しており、当社グループの企業価値向上に向けた取り組みを市場評価につな
げていくことが、引き続き課題であると認識しています。
株式の流動性や当社グループの事業内容・成長戦略に対する認知度の向上に加え、ファスキアグループの連結による
事業規模の拡大及びシナジー創出を持続的な利益成長につなげていくことが必要と認識しています。
今後、成長戦略の着実な実行と収益性・資本効率の向上を図るとともに、情報開示及び投資家との対話を充実させ、
中長期的な成長性に対する市場評価の向上を目指します。

1.現状分析－株価・PBR推移
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2.企業価値向上に向けた対応方針
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企業価値の
持続的向上

収益力・資本効率の
向上

収益性の向上

成長戦略の実行

事業ポートフォリオの
強化

資産・資本の
効率的活用

資本コストを意識した
成長投資

株主還元を含む
資本政策

期待成長率の向上
資本コストの低減

人的資本経営
の推進

IR活動・情報開示の
強化

コーポレート・ガバナンス
の強化
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基本方針 事業活動から創出するキャッシュ・フローを、成長投資、人的資本・DX投資、財務健全性の確保及び株主還元へ適切に配分

事業活動から創出
する

キャッシュ・フロー

成長投資

既存事業の成長
M&A・事業提携

人的資本・DX投資

人財育成・確保
生産性・経営基盤の向上

財務健全性の確保

成長投資・事業リスクに
備えた財務基盤の確保

株主還元

財務状況等を踏まえた
安定的・継続的な還元

資本配分における
判断軸

成長戦略との整合性 ・ 投資後の収益性・資本効率 ・ 財務健全性への影響

持続的な成長と企業価値向上に資する分野へ経営資源を配分

3.企業価値向上に向けた資本配分の基本方針
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4.企業価値向上に向けた具体的な取り組み・進捗状況①
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対応 具体的な取組み・進捗状況

成長戦略の実行

 トータルパックシステム獲得の強化
営業体制の強化及び専門部署による新規案件へのアプローチを継続。新規案件の獲得及び高
付加価値提案を強化し、収益性を重視した事業拡大を推進

 IT関連・一括保守ビジネスの強化
既存事業との連携を図りながら、事業規模の拡大及び収益力の向上に向けた取り組みを推進

事業ポートフォリオの強化
 メディカルトータルソリューション事業と低侵襲医療機器販売事業をグループの主要な事業領域とし
て、各事業の強みを活かした成長を推進
ファスキアグループとの連携を強化し、事業シナジーの創出と収益基盤の拡充を推進

資本コストを意識した成長投資

 M&A・事業提携
ファスキアグループとのグループ内連携及び事業シナジーの創出に向けたPMIを推進
成長戦略との整合性、投資後の収益性及び資本効率を踏まえ、企業価値向上に資するM&A・
事業提携を検討

 DX・システム投資
基幹システムの整備・刷新及び業務効率化に向けたDX投資を推進し、生産性向上とグループ経
営基盤の強化を図る

株主還元などの資本政策
 成長投資と株主還元のバランスを踏まえた資本政策
成長投資を推進しつつ、財務健全性及び必要な手元資金の水準を勘案し、安定的・継続的な
株主還元を実施。中長期的な株主還元のあり方を継続的に検討
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4.企業価値向上に向けた具体的な取り組み・進捗状況②

©LEOCLAN Co., Ltd. all rights reserved

対応 具体的な取組み・進捗状況

コーポレート・ガバナンスの強化
 グループガバナンス体制の強化
グループ規模・事業領域の拡大を踏まえ、グループ全体の管理・リスクマネジメント体制を強化

 リスク管理の強化
サイバーセキュリティをはじめとする各種リスクへの対応を継続的に強化

人的資本経営の推進

 持続的成長を支える人財への投資・育成
階層別研修等の人財育成施策を継続し、事業の専門性向上及び次世代人財の育成を推進

 組織基盤の強化
グループ各社の知見・人財を活かした連携を進め、グループ全体の組織力を強化。

 エンゲージメントの向上
従業員が能力を発揮できる職場環境の整備及びエンゲージメント向上に向けた取り組みを推進

IR活動の強化

 投資家等との対話の充実
機関投資家との面談等を通じ、当社グループの事業内容・成長戦略に対する理解促進を図る

 情報開示の拡充
当社グループの成長戦略、事業特性及び企業価値向上に向けた取り組みについて、情報開示の
充実を図る

 対話内容の経営への活用
投資家等との対話を通じて得られた意見を経営陣・取締役会へ共有し、経営及びIR活動の改善
に活用
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ご留意事項

株式会社レオクラン
経営企画室 IR担当
TEL：06-4965-8634
Email：ir-support@leoclan.co.jp

当資料は、当社の現状をご理解いただくことを目的として作成したものであり、投資勧誘を目的としたも
のではありません。
当資料に記載されている計画、方針、戦略、将来見通し等は、当資料発表日現在において当社が
入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づくものであり、実際の業績等は、経
済情勢、市場環境その他様々な不確定要素により、これらと異なる結果となる可能性があります。
実際に投資を行う際のご決定は、投資家ご自身の判断に基づきなされるようお願いいたします。
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